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小諸市の千曲川沿岸は、両側を崖線で囲まれた起伏に富んだ地形です。
西岸の御牧ケ原台地と千曲川の間の斜面には、魅力的な７つの集落
が並んでいます。雄大な眺望、立派な養蚕農家や石垣が残る農村風景、
布引観音の影響からか祠や石仏も多く点在します。島崎藤村の愛し
た千曲川河畔には、旅情をさそう風景が広がります。
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「布引山巡礼の道」対象エリア～布引観音と川辺７集落

懐古園展望台から見た、西浦と上の平　　氷風穴（夏でも冷たい天然の冷蔵庫）

斜面にはりつく久保集落と浅間山　　　　大きな養蚕農家の並ぶ宮沢集落

大杭の菖蒲庵裏からの千曲川崖線の眺望　

岩根の断崖
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布引観音 /写真提供 小諸市観光協会

なぎなた岩

江戸時代、善光寺の霊剣を体感できる場として多くの旅人が

参拝した布引山を中心に、周辺のダイナミックな地形とスピ

リチュアルスポットをつなぐ旅の魅力を PRし、ツアー事業

おこし、地元団体による食や体験の販売につなげる。

　●達成目標

１、地元の関係者の協力のもとに魅力的な体験を含む布引山

巡礼トレイルを造成。日本語版、英語版のマップを作る。

２、地元の人の協力で魅力的な体験をちりばめられたガイド

ツアーのコンテンツやガイド養成に取り組む。

３、ユーチューブの番組で「巡礼の旅」をアップする。（日本

語と英語対応）。ダイナミックな地形を伝えるために、ド

ローンで撮影した川と崖線の映像を入れ込む。

　●取り組み内容 

①布引山巡礼の道連携会議（企画会議）３回程度
氷風穴の里保存会、つながれエールプロジェクト、ほか。

　②ルート開拓・みんなで歩く会　
時期／初夏、夏（風穴の冷気体感）、秋（紅葉）

公募 30 名／関係者および一般のお客様、３回歩いて季節ご

との魅力や、観光資源・体験を掘り起こしていく。

　③インバウンド・モニターツアー　
７月、１１月　各２組 募集。欧米豪のグループを対象に、宿

泊、食事、通訳などの入ったモニターツアーを実施。

　④ガイドのテキスト作成
ポイントの説明に必要な、昔の写真、地図、説明イラストな

どを紙芝居式に用意する。（日本語・英語）

　　⑤トレイルマップの作成（日本語版、英語版）
わかりやすいルートマップを作成する。

　⑥PR用動画の撮影
ガイドが説明をしながら歩くところを撮影し、ユーチューブ
にアップしていく。上空からの映像をドローンで撮影し、編
集して入れ込んでいく。

令和 7年度　長野県地域発元気づくり支援金　助成事業

信州小諸　「布引山 巡礼の旅」観光コンテンツ形成事業　　　　　　NPO法人小諸町並み研究会
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牛に引かれて善光寺参り／江戸時代の善光寺の善光寺みやげの印刷物（様々なパターンがある）

城下町・小諸宿観光と一体的な「布引山巡礼の旅」の観光的ポテンシャル
北国街道は、江戸時代の庶民にとっては善光寺への巡礼の道です。その多くは講（こう）を仕立てて、グループで旅をしました。

「牛に引かれて善光寺参り」の伝説は、善光寺の霊験を広く宣伝するためのエピソードして広められ、江戸時代の旅のガイドブッ

ク（善光寺街道名所図会）やお土産用の紙の版画が持ち帰られることで、江戸時代の善光寺巡礼者の多くが小諸に泊まり布引詣で

に立ち寄るようになりました。

布引山周辺は、現代の小諸の観光にとってもたいへんに大きな資源と思われます。特にインバウンドのお客様は、巡礼の旅には強

い魅力を感じるようで、富士山登山などもパワースポットならではの人気です。また古道も人気で、妻籠宿は宿場と峠超えの古道

がセットとなってインバウンド客を引きつけています。

布引山を西端とする川辺の７つの古い集落は、風光明媚で伝統建築がそのまま残り、布引観音に関連して神社、お堂、祠や石仏が

点在しています。千曲川の崖線の風景も美しく、川に降りて遊ぶこともでいます。

それらの集落の中でも特に氷集落は、夏でも冷たい不思議な「風穴」があります。古くは氷を保管して暑い夏に小諸城主に氷を献

上したり、養蚕の蚕卵の保管して出荷した蚕業遺産でもあり、地元団体が「風穴の里」として村おこしに取り組んでいます。

これらの集落を巡る野の道を巡礼トレイルに仕立てれば、タイムスリップを楽しみながらゆっくり１日～２日歩くことができます。

城下町に増えてきているゲストハウスの客に提供する、小諸歩きをのプログラムとしては最適なコンテンツと思われます。

  江戸時代後期には、町人や農民も講を
組んで伊勢参りや善光寺参りなどを行う
ようになりました。江戸時代の末期、善
光寺には年間２０万人が訪れていたと言
われます。
善光寺は、どんな人も救うということで
特に女性の講が多く、「牛に引かれて善
光寺」の伝説はその功徳を広めるのに大
きく貢献しました。　
それは、小諸の布引の地に暮らす信心の
薄い老婆が、さらしていた布を角にかけ
て走っていく牛を追いかけ、ついに善光
寺に至り、のちに厚く信仰したという話
です。
今も小諸市の千曲川ぞいに白い布模の岩
が見えますが、その山が布引山釈尊寺の
霊場です。
布引山の下には温泉も湧き、３つの温泉
施設にお湯を引いています。


